
 

平成３０年度審議会等委員選任状況集計結果 

および今後の対応策について 
 

 

 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H31.3 

男性 61% 61% 60% 61% 62% 62% 

女性 39% 39% 40% 39% 38% 38% 

公募 15% 20% 21% 22% 21% 21% 

 

 

 

※男女比率および公募委員比率ともに未達成であった 

「草津市廃棄物減量等推進審議会」について資源循環推進課より説明（資料３） 

 

 

 

今後の全庁的な対応策 

 

① 要因 

・団体から推薦いただいた委員、充て職の委員について、女性が増加しなかった。 

 

② 目標達成に向けた取組 

・団体への委員選出依頼文に市の目標設定を書込み、目標達成に向けて協力依頼を行う。 

・市民団体のくさつ☆パールプロジェクトおよび男女共同参画課との協働により男女

共同参画の視点で意見を述べられる委員候補者リストを作成し審議会への起用を図

る。 

・推薦依頼団体の男女比率を調査しながら、依頼団体の調整も検討する。 

 

 

 審議会等数 
評価基準 

評価 H30.3 H31.3 

A 8 7 制限事項に該当せず、男女比率および公募委員比率ともに達成 

B 20 21 制限事項に該当するが、男女比率および公募委員比率は達成 

C 42 40 男女比率または公募委員比率が未達成 

D 2 1 男女比率および公募委員比率ともに未達成※ 

合計 72 69  

資料２ 



審議会等 意見聴取一覧

男性比率 女性比率

1

草津市廃棄

物減量等推

進審議会

資源循環推

進課

９人

(10人以内)
78% 22% 11% D

※　比率は、平成31年3月末時点

▼表の見方について

※評価基準

Ａランク：制限事項に該当せず、男女比率および公募委員比率ともに達成

Ｂランク：制限事項に該当するが、男女比率および公募委員比率は達成

Ｃランク：男女比率または公募委員比率が未達成

Ｄランク：男女比率および公募委員比率ともに未達成

所管名称ＮＯ 評価
公募委員

比率

男女共同参画
委員構成

【概要】

　一般廃棄物の発生抑制、再利用および再生

の促進による廃棄物の減量化および適正な処

理に関する基本事項について、審議を行う。

根拠法令：草津市廃棄物の適正処理および再

利用ならびに環境美化に関する条例

(1)学識経験のある者

(2)市民を代表する者

(3)事業者を代表する者

(4)関係行政機関の職員

(5)その他市長が必要と認め

た者

委員会概要
委員数

（定員）

資料３

現在の委員（令和元年８月１日～令和３年７月３１日）

公募委員比率：２０％ （２/１０人）

女性比率：４０％ （４/１０人）
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